
分 子 : 尿 道 留 置 カ テ ー テ ル が 挿 入 さ れ て い る 入 院 延 べ 患 者 数  
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QI 項目の解説 

尿道留置カテーテル使用率割合  

入 院 さ れ て い る 患 者 さ ん の う ち 尿 道 留 置 カ テ ー テ ル 使 用 に よ る 尿 路 感 染 は 、 ハ イ リ ス ク 患
者 で は 膀 胱 炎 、 腎 盂 炎 、 敗 血 症 に 至 る こ と が あ る た め 、 管 理 の 徹 底 に 努 め て い ま す 。  

 

 

指 標 の 定 義 ・ 計 測 方 法  
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当 当 院 が 適 切 に 挿 入 ・ 抜 去 で き て い ま す 。  

尿 道 留 置 カ テ ー テ ル 使 用 率 は 全 施 設 平 均 よ り 下 回 り 、 排 尿 ケ ア チ ー ム の 院 内 啓 発 、  

教 育 に よ り 不 要 な 留 置 を 回 避 す る よ う に 指 導 し て お り 、 そ の 成 果 と 考 え ま す 。  

   
2019 年 デ ー タ よ り 微 増 の 傾 向 が 見 ら れ ま す 。 排 尿 ケ ア チ ー ム で は 部 署 別 の 留 置 状

況 、 留 置 理 由 を フ ォ ロ ー し て い ま す が 、 泌 尿 器 科 手 術 症 例 （ 前 立 腺 癌 手 術 ） と 集 中 治 療
症 例 の 増 加 に よ り 絶 対 的 留 置 適 応 症 例 が 増 加 し た こ と が 原 因 と 考 え ま す 。  

                         
例 例 年 ど お り 、 サ ー ベ イ ラ ン ス に よ る 評 価 と 部 署 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 い 、 目 立 っ て 使
用 日 数 が ⾧ い 場 合 は 、 指 導 を 行 い ま す 。 ウ ロ バ ッ ク の 適 切 な 取 扱 い を 確 認 す る 。 尿 道 カ テ
ー テ ル 留 置 の 絶 対 的 適 応 、 相 対 的 適 応 に つ い て 従 来 通 り 周 知 し 、 不 要 な カ テ ー テ ル 留 置 を
早 期 に 抜 去 す る こ と を 排 尿 ケ ア チ ー ム と リ ン ク ナ ー ス に よ り 徹 底 し て い ま す 。  

                 
表 評 価 に 問 題 が な い た め 、 サ ー ベ イ ラ ン ス の フ ィ ー ド バ ッ ク の み を 実 施 し 、 当 院 で は 排 尿
ケ ア チ ー ム の 介 入 に よ り 、 排 尿 自 立 支 援 を 病 棟 ス タ ッ フ と 包 括 的 に 継 続 し て お り 、 改 善 策
と し て は 十 分 に 実 施 を 継 続 し て い る と 評 価 し て い ま す 。  

 


